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．はじめに

近年、我が国においてニューカマーと呼ばれる、長期滞

在の外国人が急増している。ニューカマーの多くは、

年代では日本語や専門知識・技術の習得などを目的とした

就学生、留学生であったが、 年代のバブル崩壊後に

は、中小企業の求めに応じる安価な労働力、技能実習制度

の創設等により就労目的での来日が増加し、 年代に

入ってもその傾向は続き、家族で長期滞在する在留外国人

も増加している ）。神奈川県においても、平成 年末現

在の在留外国人数は 人であり全国の構成比の

％を占め、 都道府県別では、東京都、大阪府、愛知

県についで 番目に在留外国数が多くなっている ）。

また、就労目的で来日するニューカマーの多くは、生殖

年齢の青年層であることから、日本で妊娠、出産、育児を

する人の増加 ）に繋がっている。先行研究では、ニューカ

マーの子育てに関して、言語や文化・生活習慣の違いによ

る育児ストレスがあること ） ） ）、子どもの健康など育児

上の不安や文化的背景によるジレンマがあること ））が明

確化され、子育てニーズとしてソーシャルサポートや社会

資源利用の必要性 ） ）が検討され、子育て支援の充実は

不可欠である。特に、言語や文化・生活習慣の違いによる

育児ストレスやジレンマを抱えながら行う乳幼児育児に

おいて、子育て支援は必要不可欠と考えられる。

児童福祉施設である保育所は、保護者が働いているなど

の何らかの理由によって保育に欠ける子どもを預り養育

するという子育てと仕事の両立支援に加え地域の子育て

支援の役割を担っている。また、平成 24 年のに成立した

子ども･子育て関連 3 法を踏まえ推進されている、子ども･

子育て支援新制度において、保育所は施設型給付の中心的
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役割を担う施設に位置づけられている。大場 ）は、ニュ

ーカマーの親が、保育園・幼稚園で困っていることについ

ての分析から、子どもと家族の一番身近なところで接触す

る専門職として、保護者の立場に立った相互関係や行為レ

ベルの丁寧な検討が必要であると述べている。乳幼児の子

育て支援の中心的役割を担う保育所の果たす役割は大き

く、ますます重要度が増すと考えられる。しかし、保育所

においてどのような子育て支援が実施されているか現状

を実証的に明らかにした研究 ）の数はまだ少ない。

そこで、子育て支援の中心的役割を担う保育所を利用

しているニューカマー親子への現場での育児支援の現状

を把握するため、本研究に取り組むこととした。研究者ら

は子どもの健康を主眼にした子育て支援を実施しており、

本調査の結果を今後の子育て支援に役立てたいと考え、本

大学が所在し、在留外国人数が多い神奈川県内のＡ市とそ

の周辺地域の保育所の保育者を対象に調査を実施した。

．研究目的

本研究の目的は、子育て支援の中心的役割を担う保育

所におけるニューカマー親子への保育者による子育て支

援の現状を探り、支援の課題の検討をすることである。

．研究意義

保育所におけるニューカマー親子への子育て支援の現

状を明らかにし課題の検討をすることは、保育の質の向上

に寄与するとともに、研究者らの取り組んでいる子どもの

健康を主眼にした子育て支援活動の一助となり意義ある

ことと考える。

．用語の操作的定義

ニューカマー

本研究では、主に 年代以降に日本へ渡り長期滞在

する在留外国人であり、現在の国籍に関係なく外国にルー

ツを持ち、日本で生活する人と定義して用いる。

 
． 研究方法

． ．調査対象者

工業団地を有し、ニューカマーの多いと予測される神奈

川県のＡ市とその周辺地域の保育所（保育園・子ども園）

の施設長宛に面接調査の目的、方法等を説明した文書を配

布し調査協力を依頼した。調査協力の得られた６施設にお

いて、施設長より研究対象者の紹介をうけ、本研究の主旨

を理解の上、調査協力の同意の得られ保育者 名を対象と

した。

． ．調査期間

年 月～ 年 月

． ．調査方法

半構造化面接調査。ニューカマーの子育てに関しては、

言語や文化的背景、生活習慣の違いによる育児ストレスや

ジレンマ、子どもの健康など育児上の不安があるといわれ

ていることから、ニューカマーの子の入園から卒園までを

想定し、インタビューガイドを作成した。面接では、イン

タビューガイドに沿って、ニューカマー親子の子育て支援

を続ける中で、入園当初に配慮したこと、園生活を送る中

での子どもや親との関わりについて、子どもの健康に関す

ること、子どもの育ちを支えていく上でこれまでの経験か

ら思うことについて語ってもらった。面接時間は対象者１

人当たり 分～ 分であった。面接はすべて筆者らが行

ない、面接内容は許可を得て録音した。

． ．分析方法

分析は、質的データ分析法を参考に質的帰納的に行な

った。質的データ分析法は、少数事例でも、事例 コー

ド・マトリックスを活用することで質的研究が陥りがち

な、事例の特殊性にとらわれて一般的なパターンを見失

ってしまうという傾向や少数事例に基づく過度の一般化

を避けるうえでも有効な手立てとなる ）とされており、

本調査の分析に適していると判断し用いた。具体的に

は、録音した面接調査内容を調査対象者ごとに逐語録に

おこし文書テキストデータを作成した。次に、文書テキ

ストデータを熟読し、本研究の分析テーマである保育所

におけるニューカマー親子への子育て支援についての文

脈を捉え、文書テキストデータをセグメント化した。そ

して、文書セグメントの内容に小見出しをつける作業で

あるオープンコーディングを行った。オープンコーディ

ングでは、「ここでは何が起きているのか」｢その出来事

は、どのような理由や原因によって起きているのか｣「登

場人物はどのようなことをしているのか」「この人はどう

いうことを言っているのか」「発言や行為の背景には、ど

のような意図があるだろうか」という問いを持ちながら

文書セグメント、時に文書テキストデータに立ち戻りな

がら意味内容を捉えて帰納的にコード化を行った ）。次

に、オープンコードの類似性と相違性を捉えてカテゴリ

ー化してサブカテゴリーとした。さらに、文書セグメン

ト、オープンコードに立ち返りながら、サブカテゴリー

同士の関係を探りあてて集約し、抽象度の高い概念に置

き換える焦点コーディング ）の要領でカテゴリーを抽出

した。分析過程では、質的研究の経験豊富な研究者から

助言を得て、信頼性、妥当性高めるようにした。

．倫理的配慮

研究の目的、方法等を説明した協力依頼文書を配布し、

施設長より研究協力の承諾の得られた施設で調査を実施

した。調査対象者には、研究の目的、方法、研究協力の有

無にかかわらず不利益はないこと、研究データの使途や公

表、調査データの保管管理・破棄方法などプライバシーの

保護は厳重に行い個人が特定できないように配慮するこ
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と、語りの中の園児および保護者についても匿名化を行い

プライバシーに配慮することを文書と口頭で説明し文書

で同意を得た。なお、本研究は、神奈川工科大学ヒトを対

象とした研究にかかわる倫理審査委員会の承認（受付番号

－ ）を得て実施した。

．結果

． ．対象者の背景

対象者は保育者 名で、性別は全員女性、年齢は 歳

～ 歳で平均 歳であった。保育所の勤務経験年数は 年

～ 年で平均 年、全員が保育士資格を持ち、そのうち

名は看護師資格を、 名は幼稚園教諭の資格も有してい

た。

対象者が保育を経験したニューカマー親の母国は、ペ

ルー、ブラジル、ベトナム、中国、韓国、フィリピン、

ラオス、ナイジェリア、カンボジア、オーストラリアな

どで、保育者 名全員がペルーやベトナムを母国とする親

の子どもの保育を経験していた。

． ．保育所におけるニューカマー親子への子育て支援

の現状について

面接調査内容から作成した文書テキストデータについ

て、分析テーマである保育所におけるニューカマー親子

への子育て支援の文脈を捉え、セグメント化を行い の

文書セグメントデータが得られた。文書セグメントデー

タのオープンコーディングを行い のオープンコード、

オープンコードの類似性と相違性を捉えてカテゴリー化

し のサブカテゴリーが得られた。さらにサブカテゴリ

ー同士の関係を探りあてて集約し カテゴリーが抽出され

た（表 ）。

カテゴリーの関連から保育所におけるニューカマー親

子への子育て支援について説明する。なお、カテゴリー

は【 】、サブカテゴリーは［ ］、オープンコードは

〈 〉、文書セグメントデータは「 」で記述する。

保育者によるニューカマー親子への子育て支援では、

親の日本語力を確認しつつ保育方針など園生活を説明す

るという【入園時の配慮と対応】を経て、子どもの園生

活が始まるようにしていた。入園後は、親の日本語力や

文化の違いに配慮しつつ園生活の情報を共有する【円滑

な園生活のための親との連携】を図りながら、子どもの

言葉の発達や友達関係を支援するという【子どもの対人

関係を育む】、【子どもの健康と発達問題への支援】、子ど

もへの影響が大きい【家庭環境への配慮と支援】によ

り、日々の園生活における子どもの育ちを支援してい

た。そして、卒園後のことを視野にいれ、子どもの先行

きを考え【子どもの就学に向けた支援】もされていた。

次に各カテゴリーについて説明する。

． ．入園時の配慮と対応

【入園時の配慮と対応】は［入園の経緯］［入園時の意

思疎通の確認］［入園時の園生活の説明］から抽出した。

ニューカマーの子どもは、〈役所からの紹介〉〈同じ出

身国の仲間からの紹介〉〈親の希望〉といった［入園の経

緯］により入園していた。入園時の親との面談では〈家

族の誰と日本語で意思疎通を図れるか確認する〉［入園時

の意思疎通の確認］をし、言葉の問題に配慮しつつ「園

の方針とか、今後どういう保育をしていくか、通訳ので

きる方がいればご一緒に来ていただいて、誤解のないよ

うに関わっています」のように〈通訳できる人に同席し

てもらい園生活を説明する〉という［入園時の園生活の

説明］をしていた。

． ．円滑な園生活のための親との連携

【円滑な園生活のための親との連携】という支援は

［円滑な園生活のための情報共有と課題］［食文化の違い

による課題と対応］から抽出した。

入園後には、「ひらがなの読める方だとひらがなで文書

と絵を入れた資料をつくるなど工夫して」「お遊戯会の時

も、こういうのをもってきてねと、言葉で通じない時は

実物を見せて説明して」のように〈親の日本語力に応じ

工夫して日課を説明する〉、「ローマ字だったら読めると

いうので、今日は何々しましたというのをローマ字で書

いて伝えると、お母さんも、今日はミルクを飲みました

とか、ローマ字で返事をくれる」という〈文字情報を交

えて親と子どもの情報を共有する〉、「お母さんとの文化

の違いもあるので、まずお母さんの言うことをきちんと

聞いて、でも日本では、こちらの保育園ではこういう考

えでこう対応をしているからと伝える」という〈文化の

違いに配慮し親に園生活への理解を促す〉対応が語られ

た。

その一方で、「お友達と言ってることが食い違ってしま

ったと、お母さんにも説明はしてますけど、どうしても

言葉があまり伝わらないと、お友達にこうされたああさ

れた、いじめられてるってお母さんが受け取っちゃう」

のような〈子ども同士の出来事に親の理解を得るのが難

しい〉、「良く分からなくても、ハイ分かりましたと言う

と済んでしまうというので、でも分かってないので、実

際には子どもが困っていたりする」「言葉で伝えても、物

を見せて伝えても、すぐ分かったと言うんですけど、伝

わってないんですね」のように〈親が受け流し日々の連

絡内容が理解されにくい〉、そして、「割と時間にルーズ

というか、外国の方はおおらかというか大雑把という感

じで、私たちはちょっとイライラしちゃうこともあるん

です」のような〈親が保育園の規則を守れず対応に困

る〉という［円滑な園生活のための情報共有と課題］が

あった。

特に文化の違いでは、食に関して、「離乳食も外国人の

方ですとわりと気を使うことが無くて、急にごちゃ混ぜ

ご飯を食べさせたり、いつまでも粉ミルクだけを飲ませ

続けたりして」「咀嚼や食べ方を教えて離乳食のやり直し

というか、食事の食べ方とかは指導することがありま
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す」のような〈食文化の違いによる離乳の課題に対応す

る〉、「お弁当を作る習慣が無いのでどう作ったらいいか

分からないというので、お弁当の写真を見せて説明する

ようにしています」という〈食文化の違いによる弁当の

課題に対応する〉、「母国の食事に慣れていたので、なか

なかなじめなくて」「お友達が食べているのを、ほら見て

ごらん、みんな食べているね、少しだけ食べてみようか

と勧めてみると、食べられるようになる」のように〈食

事内容の違いによる課題に対応する〉、「宗教的なもので

は肉はダメと言う場合とエキスもダメと言う場合があり

ますけど、その場合はアレルギーの除去食と同じに対応

するんです」と〈宗教上の制限食の相談に応じる〉とい

う［食文化の違いによる課題と対応］がされていた。

表１．保育所におけるニューカマー親子への子育て支援

カテゴリー サブカテゴリー オープンコード

入園時の配慮と対応 入園の経緯 役所からの紹介

同じ出身国の仲間からの紹介

親の希望

入園時の意思疎通の確認 家族の誰と日本語で意思疎通を図れるか確認する

入園時の園生活の説明 通訳できる人に同席してもらい園生活を説明する

円滑な園生活のための

親との連携

円滑な園生活のための

情報共有と課題

親の日本語力に応じ工夫して日課を説明する

文字情報を交えて親と子どもの情報を共有する

文化の違いに配慮し親に園生活への理解を促す

子ども同士の出来事に親の理解を得るのが難しい

親が受け流し日々の連絡内容が理解されにくい

親が保育園の規則を守れず対応に困る

食文化の違いによる

課題と対応

食文化の違いによる離乳の課題に対応する

食文化の違いによる弁当の課題に対応する

食事内容の違いによる課題に対応する

宗教上の制限食の相談に応じる

子どもの対人関係を育む 子どもの日本語習得を支援 子どもの日本語の習得を助ける

子どもの友達関係を支援 子どもが日本語を分からず手が出てしまう

子どもの言葉を引き出し気持ちの理解が難しい

子どもの思いを代弁し友達関係を支援する

子ども同士の関係を注意して見守る

子ども達に多様性を伝える

子どもの健康と発達問題

への支援

子どもの健康管理を支援 子どもの健康について親に確認する

子どもの予防接種実施を親に確認し促す

子どもの虫歯から養育状況を気に掛ける

子どもの急病時の対応 子どもの体調変化を伝え受診を促す

急病など緊急時の親への連絡対応が難しい

子どもの体調不良時に受診してもらうのが難しい

子どもの発達問題への対応 複数言語習得途上の混乱か発達障害の問題か見極めが難しい

子どもの発達の問題に配慮した対応の難しさ

子どもの発達の問題について親との意思疎通が難しい

家庭環境への配慮と支援 子どもの家庭環境への配慮 親の仕事や経済状況を見守る

家族関係・生活状況を見守る

親同士の交流を見守る

育児の悩みへの相談支援 親からの育児の相談にのる

親の不安への配慮 外国籍ゆえの親の不安を理解し関わる

子どもの就学に向けた支援 就学に向けた子どもと

親への支援

就学に向け子どもに日本語の読み書きを教える

就学に伴う子どもの不安の軽減

子どもの就学に向けた親の不安を理解し励ます

就学に向けた小学校との連携 子どもの就学に向けた小学校への申し送り
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． ．子どもの対人関係を育む

【子どもの対人関係を育む】という支援は、［子どもの

日本語習得を支援］［子どもの友達関係を支援］から抽出

した。

園生活の中での子どもへの支援では、「手を洗う時も手

を取って手を洗うんだよと水道の蛇口のところに手を差

し出してあげたり、並ぶ時も並ぶんだよと言葉でいって

から手を引いて並ばせてあげたり、そうやっているうち

に子どもは言葉を覚える」「家では本を読んだりとか物語

に触れるというのもできないだろうから、一緒に本を読

んで物語に触れられるようにして、言葉の意味とか、正

しい言葉使いができるようになるようにしました」のよ

うに〈子どもの日本語の習得を助ける〉という［子ども

の日本語習得を支援］があった。

また、「言葉があまり分からないとどうしても手が出て

しまう」「言葉が全然分からなくて、お友達と遊びたいけ

ど、上手に遊べなくて、結構手が出ちゃったり」という

〈子どもが日本語を分からず手が出てしまう〉ことに注

意を払いながら、「お友達とけんかしたりした時に、どう

してそうしてしまったのか心情面のことを聞いてもなか

なか表現できないので、対応に苦しむこともある」のよ

うに〈子どもの言葉を引き出し気持ちの理解が難しい〉

と感じながらも、「こちらがよく気持ちを聞いてあげた

り、こういうふうに伝えたいのと、こちらがうまく噛み

砕いて理解して、お友達に伝えてあげる」という〈子ど

もの思いを代弁し友達関係を支援する〉ようにしている

ことが語られた。

さらに、「新しく入園してきた中国の子が不安そうにし

ていると、他の子が中国語で話しかけて、通訳の役目を

してくれたりして」「子ども同士では、言葉はまったく出

なくても、皆といっしょに走りまわったり、他の子を真

似て追いかけっこをしたり」「一緒に遊んでいるうちに相

手を理解していくというか、馴染む、遊びの中では言葉

が無くても感じ合えるものがある」という〈子ども同士

の関係を注意して見守る〉支援をしていた。

他にも、「ご家族はナイジェリアの方だったので、入っ

てきたときに、クラスの子が肌の色が違うと言ったこと

があったんです。それで、子どもたちを皆集めて、本を

見せながら、いろんな国があるんだよ。それで、その国

にはいろんな人がいるんだよというのを教えるようにし

ました」など〈子ども達に多様性を伝える〉こともして

いた。

． ．子どもの健康と発達問題への支援

【子どもの健康と発達問題への支援】は［子どもの健

康管理を支援］［子どもの急病時の対応］［子どもの発達

問題への対応］から抽出した。

［子どもの健康管理を支援］は、「健康面も、予防接種

だとかは勿論、アレルギーだとか、ひきつけだとか、そ

ういうのは確認して、確認が取れないと、命をお預かり

するので、そういうところを確認します」などの〈子ど

もの健康について親に確認する〉、「予防接種の計画は保

健師さんとかにも相談して、ママこれもって病院に行っ

て、というので、お手紙を持って病院に行ってもらっ

て、病院の先生にお願いして、分からなかったら園に電

話を貰うようにしていた」のように〈子どもの予防接種

実施を親に確認し促す〉支援が語られた。また、「ネグレ

クトだったりとか、歯を見れば分かるというので、当時

は虫歯の子が多かった」〈子どもの虫歯から養育状況を気

に掛ける〉という支援が語られた。

そして、［子どもの急病時の対応］では、「具合が悪い

ときも手紙を持って病院に行ってもらっていて、体調が

昨日から悪いですとか、昨日から繰り返してこんな様子

ですという状況を、お母さんに書いておくねと話して、

病院に手紙を持って受診してもらうようにしていまし

た」のように、保育中の〈子どもの体調変化を伝え受診

を促す〉支援がされていた。

その一方で、保育中に子どもが発熱など急な病気にな

り親に連絡する際には、「対面だとジェスチャーや絵を描

いて伝えることも出来ますけど、電話だとそういうのは

無理なので、伝わりにくい。緊急時にどういうふうに連

絡をとるのか難しいですね」「急病の時の対応は難しいん

です。電話をしても出てもらえなかったりして。保育園

からの電話だとは分かったけど、先生が言うことが分か

らないから出なかったというので」のように〈急病など

緊急時の親への連絡対応が難しい〉と感じていた。ま

た、「具合が悪くても、なかなか病院に行ってくださらな

い方もいますね、経済的な理由もあるんでしょうかね」

「咳が続くようだと肺炎になっちゃう場合もあるからと

受診を勧めようとしても、肺炎というのが伝わらなかっ

たり、忙しいから行けないとか、どこに受診したらいい

か分からないとかという人もいる」という〈子どもの体

調不良時に受診してもらうのが難しい〉という［子ども

の急病時の対応］についての課題もあった。

また、支援する上での課題として、発達問題に関して

の対応の困難さが語られた。発達問題に関しては、「発達

障害系なのか多言語を覚えていく過程での混乱なのか、

本来の子どもの多動性というのもあるので見極めていく

のは難しいですね」「言葉の理解の問題なのか発達障害と

かグレーゾーンなのかなという、その辺のことは分かり

にくい」のような〈複数言語習得途上の混乱か発達障害

の問題か見極めが難しい〉と思いながら、「いわゆるグレ

ーゾーンといわれているお子さんだと、それがその子の

特性、個性なのか、発達障害なのか、職員の方でもどう

いった対応がこの子に合っているんだろうかと迷いなが

らの対応で、そういうお子さんが結構いるので、みんな

困っています」「その子に手も目もかけて丁寧に関わった

と思うんですけど、言葉もまったくといっていいほど話

せなかったですし、生活の習慣も付きにくい」という

〈子どもの発達の問題に配慮した対応の難しさ〉があっ

た。

さらに、「ご家庭でどうなのか、親御さんに困り感が無
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いかとか聞いたりしてますけど、そういうデリケートな

問題だと通訳の人に伝えて聞いてもらったりしてますけ

ど、きちんと通訳の人にも理解してもらえているのかと

か、間に人を介すと細かなところまでの意思の疎通が難

しいなと感じています」「その子の場合は言葉が出てこな

いので、専門の人に相談したほうがいいと思うとお話し

ましたけど、親御さんはそんなに心配はしていないよう

で、そういう複雑な話は、言葉が通じないと難しいです

ね」など〈子どもの発達の問題について親との意思疎通

が難しい〉と感じながら［子どもの発達問題への対応］

をしていることが語られた。

． ．家庭環境への配慮と支援

【家庭環境への配慮と支援】は、［子どもの家庭環境へ

の配慮］［育児の悩みへの相談支援］［親の不安への配

慮］から抽出した。

［子どもの家庭環境への配慮］という支援は、〈親の仕

事や経済状況を見守る〉〈家族関係・生活状況を見守る〉

親同士の交流を見守る〉から抽出できた。

子どもの育ちに欠くことのできない大切な環境である

親に関して、「母子家庭の方だったので、なかなかお仕事

が続かないというので経済的にも困ってくる。仕事に就

いてガンバル、ガンバルというんですけど、いつの間に

か辞めちゃって、そういう繰り返しで」「自分の出来る仕

事が無いというので、経済的に苦しくなって、お金が無

いから大変、お財布の中に 万円しかないよ、これしかな

いよ、大変大変といっていた時期もあり、どうかなと気

にかけて、でも子どもは主食をちゃんと持ってきている

し、で大丈夫かなと様子を見ていました」のように〈親

の仕事や経済状況を見守る〉という支援が語られた。

さらに、「お父さんがいらっしゃらなくなって、お子さ

んも多くてかなり大変だと思うんですけど、お母さんは

大丈夫、大丈夫とおっしゃっているので、今のところは

大丈夫かなと思っていて、注意して見守っているんで

す」「母子家庭だと時間的にも余裕がないので、園でお母

さんがどういうふうに子どもと接しているかは、ちょっ

と注意してみている」と〈家族関係・生活状況を見守

る〉支援があった。

他にも、「懇談会に来るけど言葉が分からないと、隣に

いる日本人のお母さんが内容を教えてくれたりしてい

て、親御さん同士も交流できてきています」「外国人の方

は、孤立とまではいかないですけど、ふつうのお母さん

たちが話している中には入っていかれないですね。お国

の仲間、同じ国からきている人達との関わりが多いです

ね」のように〈親同士の交流を見守る〉ようしていた。

また、「そのお母さんは、子どもの健康のことだと、夜

寝ないとか、熱、高い、いくつ、書いてとか、こちらが

度とか 度と書けば分かってくれるので、そういうの

も相談してくれた」「お母さん自身がちょっと情緒が落ち

着かない方だったので、お迎えの時に時間を設けてお話

をしたり、何か困っていることがあったらというのでお

話をしました」のように〈親からの育児の相談にのる〉

という［育児の悩みへの相談支援］が語られた。

さらに、「私が外国人だから他の子にうちの子はいじめ

られてないかとか、○くんが何々が出来ないんじゃない

かとか、凄く心配されてるところがある」「外国で習慣も

違って言葉も分からない中で子どもを育てていて、お母

さんも不安な気持ちを出されるのでお話をすることも多

かったです」のような〈外国籍ゆえの親の不安を理解し

関わる〉という［親の不安への配慮］が語られた。

． ．子どもの就学に向けた支援

【子どもの就学に向けた支援】は［就学に向けた子ど

もと親への支援］［就学に向けた小学校との連携］から抽

出した。

日々の保育の中でも子どもの日本語習得を助け、さら

に「小学校に入るというのでは、 歳で入園したので、会

話は成り立つんですけど言葉の面で心配して、国語が始

まるじゃないですか、なので、言葉の意味とか、きちん

と言葉を正しく使ったり理解できるのか気をつけて、日

常で話しながら一つ一つ確認するようにしました」「５歳

児クラスになると自分の名前を書けて読めるようになる

まで頑張ろうねというので、練習はするんです。外国籍

のお子さんも、カタカナになっちゃうんですけど、自分

の名前は読めて書けるようにはなる」のように〈就学に

向け子どもに日本語の読み書きを教える〉、「 歳児には学

校はこういうところだよと話していたので、あまり不安

は無く行けたと思います」「行く学校が皆違うので、子ど

もも不安もあると思うんですけど、一人でも学校でやっ

ていける力をつけてやるとうので、やってます。そこは

意識して関わっていますね」〈就学に伴う子どもの不安の

軽減〉をするという子どもへの支援が語られた。

親に対しても、「先生、漢字だけは読めないし書けない

よというので、この間も相談を受けたんです。小学校に

行ったら、お手紙とかプリントとかもいっぱい来るから

読めないと困るんじゃないかと不安に思っておられる。

○くんはＡ小学校にいくので、そこは国際教室もあるの

で、分からないことはそこの先生も援助してくれるか

ら、お母さん安心して大丈夫だと思うよと話したら、良

かった良かったと、少しでも安心材料があることで、お

母さんも納得をされてました」のように〈子どもの就学

に向けた親の不安を理解し励ます〉ようにしている［就

学に向けた子どもと親への支援］がされていた。

また、「保育要録という書類を書いて子どもの健康とか

発達とかを伝えたり、お父さんお母さんは日本語の理解

はどのくらいできるとか、○○ちゃんの兄弟ですとか、

細かなことは学校に申し送りをする」「お父様お母様がペ

ルー出身で家でも母国語で過ごされているので、日本語

の説明は特に丁寧にお願いしますというのを学校にも書

いて伝える」のように、〈子どもの就学に向けた小学校へ

の申し送り〉をする［就学に向けた小学校との連携］が

とられていた。
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．考察

保育所におけるニューカマー親子への子育て支援の現

状について、本調査で得られたカテゴリーに添って考察

し、支援の課題を検討した。

． ．子どもが円滑な園生活を送るための親との連携

ニューカマーの親たちが子どもを育てるうえで葛藤が

生じやすい問題は、日本語の習得と日本の特徴的な生活

習慣など文化的なことを習得すること、母国語と母国の

文化を維持し子どもに伝達することである。保育所にお

いて親と保育職員が日本語での意思疎通が困難な状況で

あると、文化・生活習慣が異なることによる問題が生じ

やすいと考えられる。本調査の対象者が保育を経験した

ニューカマー親子は、ペルー、ブラジル、ベトナム、中

国、韓国、フィリピン、ラオス、ナイジェリア、カンボ

ジア、オーストラリアなど出身国が多様であり、非英語

圏の国から来日した親子が多いことが伺えた。そのた

め、親とのコミュニケーション、意思の疎通には特に配

慮し、入園時には親の日本語力の確認、家族の誰と日本

語で意思の疎通が図れるのか確認していた。日本語での

意思疎通が難しい場合は、通訳できる知人、場合によっ

てはプロの通訳者を交えて、園の保育方針や園生活の規

則など、日々の集団生活をしていく上での理解を得るよ

うにしていた。日々の園生活においても、ジェスチャー

や実物を見せて工夫をしながらの説明、あるいは、ロー

マ字やひらがなの筆談をするなど、親の日本語力に応じ

て、日課や行事の説明、日々の子どもの様子を情報共有

し子どもが円滑な園生活を送れるように支援していた。

また、離乳や弁当、食事内容、宗教上の制限食など文

化の違いから生じる課題に対しても、親の文化的背景に

理解を示し、親の考えを受け止めながら、子どもが円滑

な園生活が送れるように親との連携を図るようにしてい

た。これらの支援は、外国人の子どもの保育において養

育者が困っていることとして報告されている、言葉、文

字に関すること、園への持ち物、準備に関すること、生

活習慣の違いから起こること ）という困りごとに対応す

る支援と同様と考えられる。しかし、親の文化の違いに

配慮して園生活への理解を促すものの、子ども同士のト

ラブルやちょっとした行き違いがあっても理解を得るこ

とに困難が生じること、日本語の理解が不十分なために

日々の連絡を受け流すように聞いてしまい理解してもら

うことが難しいこと、説明していても文化の違いが影響

し園の規則を守ってもらえず対応に困ったことなど、親

の育った国との文化の違い、言葉による意思疎通の難し

さを感じながら支援している現状があった。すなわち、

子どもが円滑な園生活を送るための親との連携では、言

葉や文化の違いによる親との意志疎通の難しさが課題で

あり、この課題は全国調査において、「言葉がよく通じな

いため保護者との細かいニュアンスが理解できない」｢生

活文化の違いから生活や遊びの食い違いがあった｣ ）な

どニューカマーの子どもの保育で困難を感じたと報告さ

れている経験と同様であり、十数年を経ても解決しきれ

ない困難な課題であると考えられる。しかし、その一方

で外国人の親は、子どもが大事に受け止められているこ

とを知ることで、言葉のハンディを超えて保育者に信頼

を寄せるようになり、子どもの日本語の習得が親と園を

結ぶ役割を果たすこともある ）ことから、日々の子ども

との関わりの質こそが、親との信頼を高め意思疎通を良

好にする手立てであるように思われる。

． ．子どもの対人関係を育む支援について

子どもは職員の表情や働きかけ、子ども同士の関係を

通して、日本語を習得していることが語られた。特に 歳

や 歳で入園した場合には国籍に関係なく日本語の習得は

進み、年中や年長での入園では、職員は一緒に本を読み

言葉の意味や正しい日本語が使えるように意識的に子ど

もの日本語習得を支援していた。しかし、子どもは言葉

で気持ちを表現することが未熟な上に、自分の思いを日

本語で伝えられずに手が出てしまうトラブルになってし

まうこともある。職員は、子どもの言葉を引き出しなが

ら気持ちを理解することは難しいと感じながらも、子ど

もの思いを代弁し友達同士の相互作用を支援し見守って

いた。さらに、ニューカマーの子ども達の言葉や容姿の

違いなどをきっかけに、様々な国とその国の人達のこと

を話し、子ども達が多様性を当たり前のこととして学ん

でいけるように配慮していた。保育所に入園してくる年

齢が 歳や 歳では違和感なく日本語を習得し、年中、年

長になってからの入園においても大きな問題なく日本語

を習得している状況が伺え、子どもとの意思素疎通には

日本人親の子どもの場合と大きな違いはないことが伺え

る。よって、子どもの対人関係を育む支援は、子どもが

言葉の習得過程にあることで、意識的な関わりが必要で

あるものの、子どもの育ちを支える保育所本来の支援で

あり、ニューカマーの子どもであることは何ら問題にな

るものではないと示唆される。また、保育者の関わりに

よっては、国籍に関係なく子ども達の国際化、多文化経

験を図る良い機会になると推察できる。しかし、宮崎

は、保育現場においては、外国人を受容しながら多文化

保育を展開する土壌は出来ているものの保育者の多くが

外国人の子どもの保育に関する基礎的な知識を欠いてい

ると問題提起し、現場経験だけでなく保育者の多文化保

育に関する基礎教育の重要性を述べている。ニューカマ

ーの子どもの保育に関する基礎教育の充実はもとより、

ニューカマーの子どもの母国文化に触れることをきっか

けに保育者・子ども双方にとって多文化経験を意味ある

ものとするには、外国の文化や言葉を学ぼうとする保育

者個人の取り組みだけでなく、現場経験の知を体系化す

る組織的な取り組みも重要と考える。

． ．子どもの健康と発達問題への支援と課題

乳幼児期は健診や複数の予防接種の実施が予定されて
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おり、保育所における集団感染を予防する上でも予防接

種の実施は重要となる。本調査では健診や予防接種と齲

歯予防に関しての確認と指導により、健康管理は順調に

行われていることが伺えた。保育中の子どもの急病対応

においては、急病時の親への連絡は電話になることが多

く、言葉だけで状況を説明する難しさ、言葉が分からな

いからと電話に出て貰えないこともあり、連絡方法の難

しさを感じていた。そして、言葉が通じないことから受

診をしてもらうのが難しい場合もあるため、子どもの体

調変化を身振り手振り、体温を紙に書いて伝えるなど工

夫して伝え、受診のために医療者への手紙を書き、受診

を促していた。子どもの健康管理と急病時の対応に関し

ても、日々の保育において、子どもの健康状態に気づく

ことが出来るのは、身近な保育者であるものの、親との

コミュニケーションには工夫が必要であり、親との意思

の疎通を図るうえでの困難さがが伺えた。

近年は、保育所において発達障害、発達障害の傾向の

ある子どもは増加傾向にあり、そのような発達に課題の

ある子どもとの関わりでは、保育上の困難さと早期発見

ためのシステムの必要性 ）、保育士のバーンアウトに関

係する ）など、多くの課題がある。本調査においても、

子どもの発達問題に配慮した対応が困難なだけでなく、

複数言語の習得過程の混乱か発達障害の問題か見極めが

難しいこと、子どもの発達問題に関して親と意思疎通が

難しい中で対応している現状が語られた。親との子ども

の発達問題を共有する上で大切なこととして、保育者と

して日常の保育の中で保護者との信頼関係を築いておく

こと、伝えるときの環境設定、担任の保育者をフォロー

できる組織的な体制づくりが重要と述べている ）。特

に、ニューカマーであることから言葉の問題があり、通

訳者を介してさえデリケートな内容が的確に伝わるか不

安を感じながらの共有では、親が子どもの発達問題をど

のように受け止めるか、親への配慮、信頼関係があって

こそ共有が可能となる。そのため、支援する上では、親

との信頼関係はもとより、担任の保育者をフォローでき

る職員間の信頼関係や組織的なフォロー体制の整備も必

要と考える。

． ．家庭環境への配慮と支援について

ニューカマーの人達は日本で就労を目的に来ているこ

とが多く、製造業分野を中心に就労し、景気の影響を受

けやすく、働くことや住まいなど様々な生活課題が生じ

やすい ） ）。子どもが保育所に通えて就労の継続が可能

であっても、職場や家庭生活の経済的基盤が不安定にな

りやすく、保育料さえ払えないよう状況も懸念され、せ

っかく得られた保育の機会も放棄せざるを得ないという

子どもへのしわ寄せが懸念される。調査対象の保育者達

も経験上、ニューカマーの親たちが容易に経済的危機に

陥りやすいこと、特に母子家庭ではその傾向が大きいと

理解していた。そのため、朝夕の送迎の短時間にも親の

表情や様子に注意を払い、親の仕事や経済状況、家族関

係・生活状況を見守り、時には相談支援をしていた。ニ

ューカマーの人達は、言語の壁や制度へのアクセスの困

難などにより社会サービスの対象から抜け落ちてしまう

ことがあり、地域でのルールに対する不十分な理解から

日本人住民との間でコンフリクトが生じやすい存在でも

あることから、孤立したり排除されやすい傾向にある

と言われている。そのため、ニューカマーの親が孤立化

していないか注意を払い、保育所内での親同士の交流だ

けでなく、近接して生活する同国人の仲間や近隣住民と

の関係なども見守り、何らかの子どもへの影響があると

家庭訪問をし、外国籍ゆえの親の不安を理解し関わるよ

うにしていた。親の仕事のこと、家族関係、友人関係な

ど、直接的な解決は難しいものの、気づかう人の存在は

大きく、さらに望めるならば、ニューカマー親子が何ら

かの困難な状況に陥った場合に利用できる社会資源の紹

介と、市役所等の行政機関との連携を深めていく事が重

要と考える。

． ．子どもの就学に向けた支援について

ニューカマー親子にとって、常に言葉の問題があるこ

とから、子どもの就学に向けた支援、小学校との連携が

されていた。日々の保育の中で子どもの日本語習得を助

けるばかりでなく、自分の名前を読めて書けるように就

学に向け子どもに日本語の読み書きを教え、子どもの不

安を軽減できるように意識的に関わっていた。親に対し

ても、学校では保育所とは異なり日々の対面した連絡事

項の伝達が無いため、親自ら手紙やプリントで分からな

いことは問い合わせること、小学校での国際教室などの

取り組みを伝えることで、子どもの就学に関連した親の

不安を理解し励まし支援していた。また、保育要録によ

る申し送りだけでなく、必要時には小学校に出向き、ニ

ューカマー親子の抱えている問題を共有し、小学校との

連携をとっていた。一般に、ニューカマーの子どもの小

学校生活では言葉の問題に対しての様々な支援 ） ）がさ

れるようになってきている。本調査においても、調査対

象者は、ニューカマーの子どもが保育所を経て就学する

ことで、小学校での子どもの言葉に関しての問題は経験

していなかった。

． ．ニューカマー親子への子育て支援の現状と課題

今回の調査で明らかになった、保育所におけるニュー

カマー親子への子育て支援は、【入園時の配慮と対応】

【円滑な園生活のための親との連携】【子どもの対人関係

を育む】【子どもの健康と発達問題への支援】【家庭環境

への配慮と支援】【子どもの就学に向けた支援】の カテ

ゴリーであった。これらの支援は、日本人親子の子育て

支援と何ら変わりはなかった。特にニューカマーの子ど

もへの支援では、乳幼児期という言語習得過程にあるこ

とから、子どもの対人関係を育む支援のように、日本人

の子どもへの支援と大きな違いはなかった。しかし、オ

ープンコードから見ると、親との意思疎通を図るための
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説明の工夫や食文化の違いによる離乳や弁当への対応の

ような言葉や文化の違いに配慮した支援は、ニューカマ

ー親子への特徴的な子育て支援であると考えられる。こ

れらの言葉や文化の違いに配慮した支援は、上野ら ）

が、外国人保護者へのインタビュー調査で明らかにして

いる、言語習得や文化を学ぶ、コミュニケーションをと

ろうとする努力などの外国人保護者が日本の園で肯定的

に評価し信頼をよせている保育士の関わりと同様であ

り、本調査におけるニューカマー親子への子育て支援の

現状は、おおむね良好であると考えられる。しかし、言

葉や文化に配慮した支援をしていても、ニューカマー親

への支援においては、常に言葉による意思疎通の難しさ

という問題が根底にあることが伺えた。特に子どもの発

達の問題のようにデリケートな内容の共有においては、

言葉による意思疎通の難しさは支援をする上での課題で

ある。より良い子育て支援のためには、日々の送迎時の

たとえ短時間であってもニューカマー親子を気にかけて

コミュニケーションをもち、円滑な園生活のための親と

の連携を深め、子どもの対人関係を育み、家庭環境への

配慮と支援を繰り返す中で、子どもが大事に受け止めら

れていると親が実感でき、デリケートな問題も共有でき

るような親との信頼関係を深めることが大切である。そ

して、保育者と親との信頼関係を基盤にした保育所とし

ての組織的なフォロー体制の整備、外国人相談員や通訳

者の派遣など他機関との連携をはかり、現在行なわれて

いる、ニューカマー親子への良好な子育て支援を継続し

ていくことが重要と考える。

Ⅷ．結論

保育所におけるニューカマー親子への子育て支援の現

状は、【入園時の配慮と対応】【円滑な園生活のための親

との連携】【子どもの対人関係を育む】【子どもの健康と

発達問題への支援】【家庭環境への配慮と支援】【子ども

の就学に向けた支援】の６カテゴリーであった。これら

の支援は日本人親子の子育て支援と何ら変わりはなかっ

たものの、オープンコードから見ると、言葉や文化のこ

とにより配慮した、ニューカマー親子への特徴的な支援

をしていることが伺えた。また、支援の過程では、親と

言葉による意思疎通が難しいことから、子どもの急病時

の対応や子どもの発達問題への支援などに困難が生じて

おり、子どものデリケートな問題も共有できる親との信

頼関係を構築すること、組織的な対応をしていくフォロ

ー体制を整備することが重要と示唆される。
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